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最近の農薬 と水質 を め ぐ る 状況
かわ

農林水産省農蚕園芸局植物防疫課農薬対策室 川

は じ め に

水質 と 農薬 に 関 し て は， 昭和 63 年 ご ろ か ら 端 を発 し た

ゴ ル フ 場問題があ り ， 当 時大 き く 取 り 上 げ ら れた 。 こ れ

は 全国各地で地域 の活性化の有効 な 手段 と し て ， ゴ ル フ

場， ス キ ー場が開発 さ れ， 地域住民の雇用機会の創出が

期待 さ れ る 一方で， そ の 開発 に 伴 う 森林， 農地 と い っ'た

土地利用上の こ と や ゴ ル フ 場で使用 さ れ る 農薬 に対す る

不安 と い っ た も の が取 り 上 げ ら れた 。 ま た ， 近年， 水質

保全の観点か ら 諸基準 の 改正が行われて お り ， 農薬 に つ

い て も ， 関係省庁 に よ る 水質関係 の 諸基準の改正が行わ

れて お り ， 以下 に 概略す る 。

1 ゴル フ場での農薬使用 に対す る対策

農林水産省， 都道府県 で は ， 平成元年 に ゴル フ 場での

農薬適正使用 の た め の 指導 を行 っ て き た が， 平成 2 年 7

月 6 日 に 農蚕園芸局長名 に よ る 「 ゴ ル フ 場 に お け る 農薬

使用 適正化 に つ い て J を 定 め ， 都道府県 が 指 導 す る 内

容， ゴル フ 場事業者等が遵守す べ き 事項等 を 示 し た 。

一方で， ゴ ル フ 場か ら の排出水の農薬濃度 に 関 し て 目

安 と な る 基準が示 さ れて い な い こ と か ら 不安が あ る こ と

な ど に 対応 し て ， 環境庁 で は ， 平成 2 年 5 月 24 日 に ，

「 ゴ ル フ 場 で使用 さ れ る 農薬 に よ る 水質汚濁 の 防止 に か

かわ る 暫定指導指針 に つ い て J に よ り ， 地方公共団体が

水質保 全 の 観 点、 か ら 指 針 と な る 値が示 さ れ た 。 こ の 中

で， ゴ ル フ 場でおの排出水の農薬濃度 の指針値が 2 1 農薬 に

つ い て 設定 さ れた 。 そ の後， 平成 3 年 7 月 に 9 農薬が追

加 さ れ， 現在 30 農薬が設定 さ れて い る 。 な お， 平成 2 年

度 か ら 4 年度 ま で の コ。 ル フ 場 で の 排水 口 の 農薬 の 検体

数， 超過検体数 は， そ れぞ れ， 2 年度 は ， 46 ， 016 検体 ( う

ち 超過 10 検体， 超過率 0 . 0217%) ， 3 年度 は， 89 ， 713 検

体 ( う ち 超過 14 検体， 0 . 0156%) ， 4 年度 は ， 110 ， 701 検

体 ( う ち 超過 7 検体， 0 . 0063%) と な っ て お り ， 指針値 を

超 え た 件数 は わ ずか で あ り ， 減少傾向 と な っ て い る 。

ま た ， 同時期 に 水道面での対策 と し て ， 平成 2 年 5 月

31 日 付 け で厚生省 は水道水の暫定水質 目 標 を設定 し ， 水

道事業者がモ ニ タ リ ン グ を行 う よ う 指導 し た と こ ろ であ

る 。 こ の 目 標値 は生涯 に わ た る 連続的 な摂取 を し て も 健

康影響 を 生 じ な い水準 と さ れた 。
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こ の よ う な 関係省庁 の 一連の 動 き の 中 で， 実際の ゴル

フ 場での農薬 の適正使用指導 に つ い て ， 都道府県 で は ，

病害虫 ・ 雑草の発生動向 の 調査， 安全防除指針の策定，

関係者 に 対 す る 研修 の 実施等 を 進 め て い る と こ ろ で あ

る o

2 水道の水質基準の改正

水道水の水質基準 は 水道法第 4 条 に 基づ き ， 水道 に よ

り 供給 さ れ る 水が備 え な け れ ば な ら な い 要件 を 規定 し て

お り ， 厚生省令で具体的基準 を 示 し て い る 。

近年の水質保全の状況 を 踏 ま え ， ま た ， WHO に お け る

水道水質 に 関す る 基準 の 見直 し と い っ た 国際 的 な流 れ の

中 で， 水道水質 に 関す る 基準 に つ い て 厚生省の生活環境

審議会水道部会で検討がな さ れて き た が， そ の答 申 を 踏

ま え て ， 平成 4 年 12 月 21 日 に 厚生省令 を 改正 し た 。 な

お， 施行 は 約 1 年後の 5 年 12 月 1 日 で あ っ た 。

本改正 に よ っ て ， 基準項 目 が 46 物質 ( う ち ， 健康 に 関

連 す る 項 目 29， 水道水が有 す べ き 性状 に 関連す る 項 目

17 項 目 ) と な り ， こ の う ち ， 健康 に 関連す る 項 目 は， 生活

環境審議会答 申 で は， 基準値 は ， 生涯 に わ た る 連続 的 な

摂取 を し て も 人の健康 に 影響が生 じ な い水準 を 基 と し安

全性 を 十分考慮 し て 設定 さ れ て い る が， 一 方 ， 省 令 で

は， 水道 に よ り 供給 さ れ る 水 は ， 基準 に 適合す る も の で

な ザ れ ばな ら な い と し て お り ， 基準以下の水質が求 め ら

れて い る 。 こ の ほ か， 新た に 26 の監視項 目 が設定 さ れ，

厚生省水道環境部長名 で通知 さ れ た 。 こ れ ら の 中 に ， 農

薬 は ， 基 準 項 目 と し て 4 項 目 [ チ ウ ラ ム ， シ マ ジ ン

(CAT) ， チ オ ベ ン カ ル ブ (ベ ン チ オ カ ー ブ) ， 1， 3 ジ ク ロ

ロ プ ロ ペ ン (D-D) ] ， 別 に 水道環境部長名 で監視項 目 が

設定 さ れ， こ の う ち 1 1 の 農薬 が対象 と な っ て い る 。 な

お， 本改正 に よ り ， ゴ ル フ 場 の暫定水質 目 標値 は 廃止 さ

れた と こ ろ で あ る 。

3 水質環境基準の改正

水質環境基準 に つ い て は， 公害対策基本法 (現環境基本

法) に 基づ く も の で， こ れ ま で， 昭和 50 年 に PCB を 追加

し ， 9 項 目 の基準が設定 さ れ， 公共用水域 での水質の監視

が実施 さ れて い た 。 こ の よ う な 中 で， 近年 の 公共用水域

での水質の保全の観点 か ら ， 平成 5 年 3 月 8 日 に ， 中 央

公害対策審議会か ら ， 水質環境基準 の項 目 追加 に 関 し て

の 答 申 が 出 さ れ， 15 項 目 が追加 さ れた 。 本基準値 は ， 生

涯 に わ た る 連続的な摂取 を し て も 健康 に 影響が生 じ な い
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水準 を基に 安全性 を 十分考慮す る と の観点か ら ， 水道水

質基準の検討 に 際 し採用 さ れた 考 え 方及 び そ の数値 を 基

本 と し 設定 さ れ， そ の 評価 は 年間平均値 に よ る こ と と

な っ て い る o こ れ ら 環境基準 は 平成 5 年度 か ら 都道府県
等 に よ り 公共用水域で常時監視 さ れて い る 。

こ の ほ か， 新た に 25 の 要監視項 目 が設定 さ れ， 環境庁

水質保全局長名 で通知 さ れ た 。 こ れ ら の 中 に ， 農薬 は，

基準項 目 と し て 4 項 目 [ チ ウ ラ ム ， シ マ ジ ン (CAT) ， チ

オ ベ ン カ ル プ (ベ ン チ オ カ ー ブ) ， 1 ， 3- ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン

(D-D) ] ， 別 に ， 水質保全局長名 で要監視項 目 が設定 さ

れ， こ の う ち 12 の 農薬が対象 と な っ て い る 。

4 水質汚濁 に係る農薬登録保留基準の改正

農薬の登録 に 際 し て は， 農薬取締法 に 基づ き 登録の た

め の検査が実施 さ れ る が， 農薬の残留防止等 の た め に 環

境庁長官が そ れぞれ登録保留基準 を 定 め て お り ， 本基準

を 超 え る 場合 は 登録が保留 さ れ る こ と に な る 。

こ の 中 で， 水質汚濁 に 係 る 農薬登録保留基準 は ， 平成

4 年 3 月 に ， 従来 の 水 田 で使用 さ れ る 農薬 の う ち 水質環

境基準が定 ま っ た 農薬 に加 え て ， 水質環境基準が定 め ら

れて い な い水田 で使用 さ れ る 農薬 に つ い て も 環境庁長官

が定 め る 基準 を 登録保留基準 と す る よ う に 改正 が さ れ

た 。

さ ら に ， 平成 5 年 3 月 に は ， 水質環境基準 の 改正 に 応

じ て ， 従来 の 急性毒性 を 考慮 し た も の か ら ， 生涯 に わ た

る 連続的な摂取 を 考慮 し た 観点 か ら ， 登録保留基準の 改

正が行わ れ た 。 具体的 に は ， 水 田 の 水中 に お け る 農薬 の

成分の 150 日 間 に お け る 平均濃度が水質環境基準 の十倍

を 超 え る 場合 に 保留 と 改正 さ れた 。 以上 の よ う な こ と か

ら ， 平成 6 年 3 月 時点 で， 登録保留基準が設定 さ れて い

る 農薬 は ， 水質環境基準が設定 さ れて い る 農薬 の う ち 水

田使用 の ベ ン チ オ カ ー ブの ほ か， 環境庁長官が す で に 1 2

農薬 に つ い て 設定 し て お り ， 今後 も 基準値の設定 を 進め

て い く こ と に な っ て い る (表ー 1 ) 。

5 排水基準の改正

水質汚濁防止法 に基づ き ， 工場 ・ 事業場 (農薬製造場等

が該当 ) の排水 に 対 し ， 排水基準 に よ る 排水規制が実施 さ

れ て い る 。 こ の 基準 の 中 で， 農薬成分 に つ い て は ， 従

来， 有機 り んが設定 さ れて い た が， 平成 6 年 2 月 1 日 か

表 - 1 水質 に 関 す る 基準の概要

水道水の水質基準

根
拠令法

- 水道法第 4 条
- 水質基準 に 関 す る 厚生省令

水道 に よ り 供給 さ れ る 水が備 え な け れ ば

t内何ヤ，. 
な ら な い 要件 (基準) を規定

生活環境審議会水道部会
諮問

基準項 目 : 46 項 目 ( う ち 農薬 は 4 項 目 ， チ
ウ ラ ム 6ppb， シ 7 ジ ン (CAT) 3ppb， チ オ
ベ ン カ ル プ (ベ ン チ オ カ ー ブ) 20ppb， 1 ， 3 

ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン (0-0) 2ppb) ，  
快適水質項 目 : 13 項 目 ( 略 ) ， 通 達 で 通
知。
監視項 目 : 26 項 目 ( う ち 農薬 は 1 1 項 目 ，

新
基

準

イ ソ キ サ チ オ ン， ダ イ ア ジ ノ ン， フ ェ ニ ト
ロ チ オ ン (MEP) ， イ ソ プ ロ チ オ ラ ン， ク
ロ ロ タ ロ ニ ル (TPN ) ， プ ロ ピ ザ ミ ド ， ジ
ク ロ ル ボ ス (OOVP) ， フ ェ ノ プ カ ル プ
( BPMC) ， イ プ ロ ベ ン ホ ス (IBP) ， ク ロ ル
ニ ト ロ フ ェ ン (CNP) ， EPN) ， 監視の た め
の指針値 と し て の性格， 通達で通知
平成 4 年 12 月 21 日 制定， 平成 5 年 12 月
1 日 施行

水質汚濁 に 係 る 環境基準

- 公害対策基本法第 9 条
- 水質汚濁 に 係 る 環境基準 に つ い て ( 環

境庁告示)

公共用 水域に お い て ， 人の健康の保護及
ぴ生活環境の保全上， 維持す る こ と が望
ま し い基準 を規定

中央公害対策審議会水質部会

健康項 目 : 23 項 目 (]5 項 目 追加 (農薬 は 4
項 目 ， J'ílJ名 及び基準値 と も 左 に 同 じ ) ) ，
年間平均値で評価，
要監視項 目 : 25 項 目 (農薬 は， 左の監視項
目 1 1 項 目 に 加 え て ， オ キ シ ン銅 (有機銅)
の 12 項 目 ) ， 知 見 の 集積及び測定値 の推
移の把握 を 行 う 性絡， 通達で通知。
平成 5 年 3 月 8 日 告示
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水質汚濁 に 係 る 登録保留基準

- 農薬取締法第 3 条第 1 項第 7 号
- 農薬取締法第 3 条第 1 項第 4 号か ら 第

7 号 ま で に 掲 げ る 場合 に 該当 す る か ど う
か の 基準 を 定 め る 等 の 件 (環境庁告示)

農薬のまま録を 行 う に 当 た り ， 登録を保留
し て ， 申 請者 に 対 し 書類の訂正文 は 当 該
農薬の 品質 の 改 良 を 指示す る こ と が で き
る 基準 を規定

農業資材審議会農薬部会
( 個 別 の 基準 値 は 中 央公害対策審議会土
壌農薬部会)

- 水 田 の 水中 に お け る 農薬 の 成 分 の 150
日 間 に お け る 平均濃度が左の健康項 目 の
基準値の 10 倍 を超 え る 場合
平成 5 年 3 月 8 日 告示
- 上記の ほ か に 水田 で使用 さ れ る 農薬 に

つ い て 環境庁長官が基 準 を 設 定 (平 成 4
年 3 月 9 日 告示)
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ら こ れ に加 え て ， 水質環境基準 と な っ た 4 農薬が対象 と

し て 追加 さ れた と こ ろ で あ る 。 な お ， 排水基準 に つ い て

は， 従来 ど お り 最大値で評価す る こ と と さ れて い る 。

6 土壌環境基準の改正

土壌環境基準 に つ い て は ， 公害対策基本法 (現， 環境基

本法) に 基づ く も の で， こ れ ま で， 平成 3 年 に 農薬 と し て

は 有機 り ん を 含 む 10 項 目 の 基準 が設定 さ れ農用 地 を は

じ め と す る 土壌 を 対象 と し て 設定 さ れて い る 。 昨年か ら

水質環境基準 を 担保す る 観点か ら 検討が進め ら れ， 本年

1 月 に 中央環境審議会 の答 申 が 出 さ れて お り ， 農薬 と し

て は従来の有機 り ん に 加 え ， 水質環境基準 と な っ た 4 農

薬が対象 と し て 追加 さ れた と こ ろ で あ る 。 な お ， 農地等

で農薬 を使用 す る 場合 は ， 別 に 農薬取締法 に 基づ き 分解

性等 を 考慮 し な が ら 使用 方法が設定 さ れて い る こ と に か

んがみ， 農地等 を対象 と す る 場合 は ， 故意の投棄等 の不

適正 な 処理， 事故 の 場合 に 適用 す る こ と と し て い る 。

近々 ， 答申 に即 し て 環境庁か ら 告示 さ れ る こ と と な っ て

い る 。

7 中央環境審議会の答申

平成 5 年 9 月 に ， 環境庁 で は 中央環境審議会 ( 当 時， 中

央公害対策審議会) に 「水道利用 に 配慮 し た 公共用水域等

厚生省 環境庁
i 水道水質基準 ト ー | 水質汚濁 に 係 る 登録保留基準の設定

(水道法 環境基準 (公対法) に 基づ く )

農林水産省
検査 (水質汚濁 に 係 る 受録保留基準

値 に 基づ く 検査)
指導， 規制

農林水産大臣 に よ る
安全使用基準の設定
. 公表

の水質保全対策 の あ り 方 に つ い て 諮問 さ れ， 1 2 月 6 日 に

答申 さ れ た 。 答 申 の 中 で， 農薬 に つ い て も 記載 さ れ て お

り ， 概略， 以下 の と お り で あ る 。 ①水質汚濁 に か か わ る

農薬登録保留基準 の拡充 ・ 強化 (水 田 で使 用 さ れ る 農薬

の基準値の設定促進 と ， 水 田以外で使用 す る 農薬 に つ い

て の基準の設定方法の検討) ， ②水質汚濁 の 防止 に 関す る

農薬安全使用基準の新た な設定， ③基準値等 が定 め ら れ

て い な い 農薬 に つ い て 安全性の 目 安 と な る 指針値 の 設

定， ④都道府県段階で必要 に 応 じ た 環境， 水道， 農林，

河川 等 の 関係分野か ら の情報交換 の た め の連絡会議の 設

置， ⑤公共用水域 の水質汚濁 に か か わ る 水質汚濁性農薬

の指定 と そ の規制

8 農薬取締法等に基づ く 水質汚濁防止の た め の対策

農薬取締法 に つ い て は， 農薬 に よ る 水質汚濁防止の観

点か ら ， 各般の措置 を講 じ て お り ， 具体的 に は以下の よ

う な対策が挙 げ ら れ る 。 第ー は ， 水質汚濁 に 関す る 農薬

登録保留基準 に基づい た 検査 を行 っ て お り ， 基準 を 満 た

さ な い場合 は登録 を保留 す る こ と と し て い る 。 第二 は ，

水質汚濁性農薬の 指定 に よ る 使用 の規制 で あ り ， 現在 は

魚への被害防止の観点か ら ， 5 農薬 ( う ち 現在登録が あ る

も の はべ ン ゾエ ピ ン ， ロ テ ノ ン の 2 農薬) が指定 さ れ， 都

道府県 に 規則で知事の許可制 に よ り 使用規制

を 実施 し て い る 。 第三 は ， 農薬安全使用基準

で あ り ， 河川 等 で の 水質汚濁 に よ る 魚 へ の 被

害防止の観点 か ら 設定 さ れて い る 。 第 四 は ，

農薬の 空 中散布 に つ い て は ， 特 に 浄水場周 辺

に お け る 散布 の 除外等 の 危害防止対策 に つ い

て ， 都道府県等の協力 に よ り な が ら 実施 し て
い る と こ ろ で あ る 。 こ の ほ か， 公共用水域 の

水質 に 及 ぼす影響 に 配慮、 し た 農薬 の適正使用

指導の徹底 を推進す る た め の事業 を 進 め て い

る と こ ろ で あ る 。

以 上 ， 農薬 に よ る 水 質 汚 濁 防止 に つ い て

は， 複数の法律， 施策 に よ り な が ら ， 製造場

面， 使用場面， 公共用水域等 で の モ ニ タ リ ン

グ等様々 な対策が講 じ ら れ て い る と こ ろ で あ

る 。 今後 と も ， 公共用水域等 で の農薬 に よ る

水質汚濁 の 防止 に 万全 を期 し て い く こ と が重

要で あ る ( 図 1 ) 。
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図 1 農薬取締法 に 基づ く 水質汚濁防止の た め の登録検査 ・ 使用規制の概要
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